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タイトル 
「貧しい国で女の子として生きるということ―開発途上国からの 5 つの物

語」 

出典 遊タイム 

要旨・感想 

早すぎる結婚や妊娠、人身売買、HIV・エイズ…など、女の子に生まれたというだけで悲劇的な

人生が決まってしまう国が今も存在している。そんな現実を途上国に住む 5 人の女の子のスト

ーリーで描かれた本。ネパールでは「女の子にお金をかけるのは、他人の庭に水をやるような

もの」ということわざがあるほど、まだまだ風習や文化による男尊女卑な社会システムがあり、

本を読みながら胸が苦しくなった。 

本のストーリーから途上国の教育の必要性、そして目先のことだけで物事を判断するべきでは

ないということを強く思うようになった。男性・女性と性別で判断されることなく、皆教育を

受けられる環境が当たり前になることが大切である。そして、辛く悲しい現実を目の当たりに

している彼女達が「女性に生まれてよかった」と思えるような社会になってほしい思うように

なった。何不自由なく過ごすことができている日本人だからこそ、一度読むと、見える世界も

変わってくるはずだ。 
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